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濾紙法による大気中のラドン崩壊生成物の濃度の連続観測について
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【書　評】 斎藤行正著 r海水，海流，潮汐」

（新B6　254頁　海文堂　昭和34年刊，400円）

　わが国にはこれまで海洋学の専問的な教科書が少く，

また現在出版されているもののほとんどが戦前に書かれ

二たものである．たとえば海洋物理関係についていえば，

最近の出版物としてはわずかに日高博士の著「海流」が

あるばかりである．二の点で斎藤博士が執筆された本書

は戦後の大きなブランクを埋める役割を果すものといえ

よう．

　本書は海洋学の物理的部門に対する総合的な教科書と

して書かれたもので，海水の物理的性質とその変化，海

1洋の熱収支，海洋の循環と内部構造，海流，波，潮汐な

．どについてそれぞれ専問的な記述がある．説明もかなり

ていねいであって，理解しやすい．また基本的な事項と

参考的またはや㌧難解な事項とは活字の大きさを変える

などの配慮がなされている．

　た消著者は昭和24年神戸海洋気象台を去られてから

研究対象がおもに海洋底の地殻構造の方に移り，そのた

めか，特に海洋力学の部門に対する記述内容がや㌧古い

のが気がかりである．特に海流の項で数年前発行された

日高博士の「海流」にもすでに書かれている重要な事実

でぬけている点が多いようである．たとえぱ，スヴェル

ドラップやストンメル等の研究によって海流観に大きな

変遷が起っている二とについてほとんど説明がなされて

いない．また波の項でも有義波の理論の解説までに止

り，最近のスペクトル理論にふれられていないのは残念

である．

　更に潮汐の項について云えば説明が大西洋，その他の

外国の例にかたより，日本近海の潮汐についての説明が

少ない．しかし，読者特に航海関係者は日本近海の潮汐

現象についての理解を求め，また必要とするのではなか

ろうか．　　　　　　　　　　　　　　　　（宮崎正衛）

【書　評】　佐藤武夫著1森林と水の理論」森林資源総会対策協議会グリーンエイジ編集室

B6版　296頁　定価350円　1959年9月25日発行

　先に，「水害論」　（三一書房）で，水害は社：会現象で

あると喝破された著者は，この本でも，治山治水におけ

るいろの問題点をめくりひろげて見せる．内容は3部に

わかれ，第1部治山と林業，第2部川と水害，第3部川

と利水となっている．前著「水害論」のように，一務の

本として書きおろしたものでなく，いろいろの機会に発

表された論文を，各標題の下に収録したものである．そ

のため，各部，章間に重複している所もあるが，個々の
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章で完結される論文を，テーマによって整頓されている

ため，個々の問題点については良く理解しやすい利点が

ある．　「水害論」と併読するなら，著者のいわんとする

所が，さらに鮮明になるだろう．

　著者の，社会現象としての災害の実体を明らかにしよ

うとする熱意と，その災害に対する絶え間ない斗いを続

けている情熱に対し，心から敬意を表するものである．

　　　　　　　　　　　　　　　（奥　田　　穰）

寒天気”　6．10．


